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子育てサポート企業として 
「くるみん認定企業」を新たに２社認定！ 

 

山口労働局（局長 村井完也
む ら い か ん や

）は、次世代育成支援対策推進法に基づく「くるみ

ん認定企業」として、 

医療法人協愛会阿知須共立病院（山口市）４回目（※１） 

宇部興産株式会社（宇部市）３回目（※２） 

の２社を認定しました。 

くるみん認定とは、次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を

策定し、行動計画に定めた目標を達成したことなどの一定の基準を満たす企業を、

仕事と育児の両立を支援する「子育てサポート企業」として、厚生労働大臣が認定

する制度です。 

当局では、多くの企業に「子育てサポート企業」を目指していただけるよう、認

定企業の取組を紹介します。 

 

（※１）過去３回認定を受けており、今回で４回目の認定です 

（※２）過去２回認定を受けており、今回で３回目の認定です 

 

〈添付資料〉 

資料１  今般の「くるみん認定企業」の取組概要 

資料２  「くるみん認定、プラチナくるみん認定」制度について 

資料３  山口県内のくるみん、プラチナくるみん認定企業一覧等 

（認定及び届出状況） 
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医療法人協愛会 阿知須共立病院 
所 在 地 ： 山口市阿知須 4841 番地 1 

事業内容 ： 医療業 

労働者数 ： 353 人（男性 79 人、女性 274 人）               

 

 

 
過去３回認定を受けており、４回目の認定を受けた企業は県内初です。 

（過去の認定はＨ24 年３月、Ｈ25 年３月、Ｈ27 年７月の３回） 

１ 一般事業主行動計画の期間 

平成 27 年４月 1 日～平成 31 年３月 31 日までの４年間 

２ 行動計画の目標と取組内容及び結果 

目標１ 育児休業の取得促進 

・新規職員の入社時研修において、両立支援制度を周知した。 

・入社時研修用テキストを適宜更新し、研修を実施した。 

目標２ 働きやすさ向上、両立支援のための施策の実施 

・朝礼等で、職員自身のワークライフバランスについて事例発表を行った。 

     ・第５土曜日の外来を休診することで休日化し、公休日を増加した。 

（年 107 日から 116 日に増加） 

３ 制度利用状況、実績 

 ・計画期間中の育休取得者数 女性 29 人（取得率 96％） 

男性１人（取得率 10％）取得期間２か月 

  

 

≪事業主の声≫ 

この度、４回目のくるみん認定を受けることができ、大変うれしく思っています。 

４回目の行動計画のスタートは、新病院に移転し業務開始した時期と重なったことから、新たな

気持ちでの取組となりました。近年、少子高齢化の進展により、ワーク・ライフ・バランスの重要

性をひしひしと感じています。また、働き方改革にも取組み、公休日の増加や各所へのサポート要

員配置や、業務改善による生産性向上など、子育て期に限らない両立支援策を検討・実行してきま

した。これからも継続して、働きやすい環境づくりに取り組んでまいります。 

≪育児休業を取得した男性職員の声≫ 

子供が生後７か月から８か月の間の２か月間育児休業を取得し、育児と共に家事全般も行いまし

た。初めての子育てということもあり、泣いている原因が分からず、お腹がすいたのか、眠いのか、

おむつが汚れたのか試行錯誤の日々でしたが、充実した、いい思い出です。また、子供と朝から晩

まで一緒にいたことで、成長を見るいい機会となりました。 

業務に関しては、部署内の理解もあり、引継ぎもスムーズにできて感謝しています。 

≪育児休業を取得した女性職員の声≫ 

育児休業中は、子供の笑顔や成長に喜びを感じ、癒された日々でした。スタッフが少ない中でも

１年間お休みをいただき、復帰後は育児短時間勤務が出来ていることに有難さを感じています。 

≪育児休業を取得した女性職員の声≫ 

初めての子育てということもあり、成長を楽しみながらゆっくり過ごすことが出来ました。子供

が体調を崩した時、経過を見るために何度も小児科の受診が必要になることがあります。そんな時

「子の看護休暇」は助かります。職場の人は嫌な顔をせず「子供が小さいから大変ね」と言ってく

れることが多く、働きやすい職場です。 
  

資料№１ 

〇認定企業にインタビュー 



 

宇部興産株式会社 
所 在 地 ： 宇部市大字小串 1978 番地 96 

事業内容 ： 化学製品、建設資材等の製造・販売 

労働者数 ： 4,534 人（男性 3,968 人、女性 566 人）               

 
過去２回認定を受けており、今回で３回目の認定です。 

（過去の認定はＨ25 年 11 月とＨ27 年９月） 

１ 一般事業主行動計画の期間 

平成 27 年４月 1 日～平成 31 年３月 31 日までの４年間 

２ 行動計画の目標と取組内容及び結果 

目標１ 仕事と育児・介護の両立支援策の定着と、柔軟な利用を実現するための施策の実施 

・結婚、出産、配偶者の転勤等によりやむを得ず退職した社員を対象とする復職登録

制度（キャリア再開制度）を導入 

・社内報で「働き方改革」を特集し、支援制度を紹介 

目標２ 育児支援策の拡充 

   ・半日年休の取得回数制限を撤廃 

   ・ベビーシッター派遣事業割引券の取扱を開始 

目標３ 次世代育成に関する社会貢献プログラムの拡充 

     ・本社と各主要工場において、工場見学会や職場見学会、科学教室など、子供に体験

機会を提供する取組を実施 

３ 制度利用状況、実績 

 ・計画期間中の育休取得者数 女性 27 人（取得率 93.1％） 

               男性 239 人（取得率 46.0％）取得期間：２日～59 日  

 

 

≪事業主の声≫ 

 子育てする女性社員だけに支援を厚くするのではなく、様々な事情を持つ社員が柔軟に働き、  

ワークライフバランスを実現できるよう、制度の整備や雰囲気づくりに取り組んできました。女

性社員の活躍の場の広がりとともに、育児参画する男性社員も増えており、社員の意識も徐々に

変わってきています。この度の認定を機に、働き方の見直しをさらに推し進め、地域・社会も含

めて次世代育成に貢献できるよう、取り組んでまいります。 

≪育児休業を取得した男性社員の声≫ 

 現在、５歳、３歳、１歳の子供がおり、３度目の育児休業を経験しました。家事・育児を妻と    

分担し、幼稚園に通う子供の面倒を見ることもできたため、家族で有意義な時間を過ごすことが  

できました。職場復帰後もフレックスタイム勤務や、半日年休などの社内制度により周囲のサポ

ートを受けながら柔軟に対応でき、とても助かっています。 

≪育児休業を取得した女性社員の声≫ 

 ３年間で２回の育児休業を取得しました。職場に迷惑をかけるのではないかという心苦しい気

持ちでしたが、上司や同僚からは祝福や激励、復帰を待っているという言葉をいただき、とても

嬉しく思いました。現在はフレックスタイム勤務制度のおかげで仕事と育児を両立でき、毎日充

実しています。年休を取得しやすい雰囲気があるので、子供の体調不良にも対応しやすく感謝し

ています。 

 

〇認定企業にインタビュー 



 

■「くるみん認定、プラチナくるみん認定」制度について 
 
くるみんとは、次世代育成支援対策推進法に基づき、仕事と子育ての両立を支援す

る会社として厚生労働大臣（労働局長へ委任）の認定を受けた企業のマークです。 
 
 

 
 
１ 行動計画策定指針に照らし、適切な一般事業主行動計画を策定し、労働局へ届け出てい

る。 

２ 行動計画の計画期間が２∼５年である。 

３ 行動計画を実施し、計画に定めた目標を達成している。 

４ 行動計画を公表し、労働者への周知を行っている。 

５ 計画期間内に、男性の育児休業等取得者がいる。 

次の①または②を満たす。 

① 育児休業等取得率が 7％以上 

② 育児休業等取得者の割合＋企業独自の育児休暇制度利用者の割合 

＝15%以上かつ育児休業等取得者 1 人以上（300 人以下企業の特例あり）。 

６ 計画期間内に、女性の育児休業等取得率が 75%以上である（300 人以下企業の特例あり）。 

７ 3 歳から小学校入学前までの子を対象とした勤務時間の短縮等措置を講じている。 

８ 長時間労働が恒常化していない。次の①・②いずれも満たす。 

① 法定時間外・法定休日労働時間の平均が各月 45 時間未満 

② 月平均の法定時間外労働 60 時間以上の労働者なし 

９ 所定外労働の削減や年次有給休暇の取得促進等について、成果に関

する具体的な目標を定めて実施している。 

10 関係法令に違反する重大な事実がない。 

 

   
 

 

 

〇くるみん認定企業のうち、より高い水準の取組を 

行った企業が、一定の要件を満たした場合、優良な 

「子育てサポート企業」として特例認定を受ける 

ことができます。 

 

 

 

〇認定マークを商品･広告･求人広告などに付け、子育てサポート企業であることを  

アピールできます。 
 
〇人材の確保等ができます。 
・優秀な労働者の採用増、定着率 UP 

・出産・育児を理由とする離職の減少、労働生産性の向上 

・企業イメージの向上 など                            
 
〇認定企業は、公共調達の加点評価を受られます。 
        

※星の数は、これまで認定を受けた 
回数を表します。 

○プラチナくるみんとは 

資料２ 

○くるみんを取得するには？ ⇒ 以下の 10 の認定基準を満たす必要があります。 

○くるみん取得のメリット 



 
 

山口県内のくるみん、プラチナくるみん認定企業一覧等 

山口労働局雇用環境・均等室 

１ くるみん・プラチナくるみん認定企業名一覧 

 くるみん認定企業（20社） 令和２年３月現在 

 

プラチナくるみん認定企業（１社） 

 〈参考〉 全国の認定企業数 3,262 社 （令和元年 12月末現在） 

（うち４回以上認定を受けた企業は 198 社） 

 

２ 一般事業主行動計画策定届の届出状況  

 
山口県 

（令和２年２月末） 

全国 

（令和元年 12 月末） 

合 計   1,273 社 89,550 社 

 
常時雇用労働者 101 人以上規模     507 社 48,152 社 

常時雇用労働者 100 人以下規模     766 社 41,398 社 
   
※次世代育成支援対策推進法に基づき、常時雇用する労働者数 101 人以上の企業は、一般事業主行

動計画を策定し、都道府県労働局に届出を行う義務があります。  

  労働者数 100 人以下の企業は、努力義務です。 

 企業名 認定年 所在地 

1 株式会社西京銀行 2007,2010,2015 周南市 

2 医療法人茜会 2008 下関市 

３ 医療法人愛の会 2010,2014 下関市 

４ 株式会社ライブス 2012 周南市 

５ 医療法人協愛会阿知須共立病院 2012,2013,2015,2020 山口市 

６ 株式会社トクヤマ 2012 周南市 

７ 株式会社中冷 2013 下関市 

８ 医療法人社団青藍会 2013 山口市 

９ 医療法人岩国病院 2013 岩国市 

1０ 宇部興産株式会社 2013,2015,2020 宇部市 

1１ 社会福祉法人朋愛会 2013 下関市 

1２ 宇部工業株式会社 2014,2017 宇部市 

1３ 社会福祉法人青藍会 2014 山口市 

1４ 山口スバル株式会社 2015 山口市 

1５ 国立大学法人山口大学 2015 山口市 

1６ 有限会社とーか 2015 周南市 

1７ 東ソー株式会社 2016 周南市 

1８ 社会福祉法人幸洋福祉会 2018 下松市 

１９ 社会福祉法人岩国市社会福祉協議会 2018 岩国市 

２０ 有限会社ロータス 2019 周南市 

 企業名 認定年 所在地 

1 医療法人愛の会 2019 下関市 

資料３


